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残留軌道モーメントを持つ反強磁性 KCoF 3 にむける磁気励起と核スピンー格子緩和についての理論
的研究を行なった。







えられ，それは核スピン一格子緩和に大きく影響すると期待される。 KCoF3 にむける Fl9 の核スピン
ー格子緩和に対してマグノンーフォノン相互作用によって引き起される新しい緩和機構を提示した。
マグノンーフォノン相互作用と ， F19 の核スピンと cdtイオン聞の超微細構造相互作用とを摂動で取扱








だが軌道角運動量が多量に生き残っている KCo F3 については OK のスベクトル分散曲線を線を除い
て，理論的研究は手をつけられていなかった。本論文の第一章は，有限温度における反強磁性 KCoF3
の励起スペクトルを求め，中性子非弾性散乱，光ラマン散乱を論じたものである。理論的に微分断
面積が大きいと著者の予想した励起モードは中性子非弾性散乱にかかっており，スペクトルの温度変
化も含めて実験と良い一致を示している。光ラマン散乱については，残留斬道モーメントに特有な 1
個のマグノンを出す過程による光散乱の微分断面積を与えた。第二章では，マグノンーフォノン・ラ
マン散乱ともいうべき新しい，メカニズムを提案し， 19F 核スピン一格子緩和時間の温度変化をかな
りよく説明できる温度域のあることを示している口ここで提案した機構も残留軌道モーメントに起源
をもつものである。
このように本論文は，残留軌道モーメントの存在に特有な現象を KCoF3 について広範に研究したも
もので，有意義な貢献だと考えられる。
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